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YN2002EXPの主な仕様　
　　　　　　　　　　　　　
連続実効出力：8Ω負荷時180W/ch（6Ω以上推奨）　　　　　　　　入力インピーダンス：43kΩ　
入力感度：2.0V/180W （８Ω）　　　　　　　　　　　　　　　　　　全高調波歪率：0.2%以下（100W/8Ω時）
周波数特性：DC～100KHz（-3db)　50W出力時　　　　　　　　　　　残留ノイズ：0.2mV以下　
消費電力：200W　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　最大外形寸法：W420：H160：D365mm
電源：AC100V　50/60Hz　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　重量：18.0kg
ニッシャ技研有限会社

東京都町田市木曽町2187-3　TEL：042-789-5805　FAX：042-789-5315　URL：http://www.nissha-labo.co.jp




　　　　■音質設計者　飯田勝彦からのメッセージ


音楽の成分は一波でも低音域から高音域までのあらゆる周波数成分が集まって出来ていることはご承知と思いますが、これらの成分が可聴帯域外まで正しく重なって再現されることで、生々しい音楽再生が得られます。しかし、一般的にはスピーカーに至るシステム機器の髄所で、このタイミングがずれてしまう現象が発生しています。アンプ内部に於いても例外ではありません。


本機では静特性で表現される基本性能に加え、応答性に優れた安井章氏の回路をベースに、瞬時の音楽再生に要求される音楽の基音部と倍音部とのタイミング（時間軸－タイムドメイン）を徹底的に合わせて、再生時のダイナミックレンジ感と共に背景の静寂感、臨場感を飛躍的に高めました。











　　　■回路設計者　安井　章からのメッセージ　　　　　　


私は40数年を超える期間オーディオ専門誌への投稿を続けておりますが、この間、常に音質は技術的に解明が可能との理念を持ち、アンプの設計及び製作に取り組んできました。この40余年の集大成がNISSHAのアンプです。NISSHAのアンプで特に重要視した技術ポイントは動特性の重視と有害ノイズの排除です。　　　　　


動特性は波形の再現性だけでなく、信号増幅と電流供給の2つの面から位相差が最小になるように対処しました。又、ノイズが非常に有害であることを解明し、アンプ内外の有害なノイズを排除しました。これらの対策は音の立ち上がりの良さに繋がり、静寂感とエネルギー感を両立することが出来、演奏者の曲に取り組む姿勢が表現可能となりました。











